
令和７年度第２回名寄市地域公共交通活性化協議会てん末

日 時：令和７年８月２９日（金）

１５時００分～１６時００分

場 所：名寄市役所 ４階大会議室

１ 開 会

２ 会長挨拶

３ 報告事項

（１）恩根内線（名士バス）のダイヤ変更について 資料１

→事務局より説明

（２）中多寄線（士別軌道）の運賃改定について 資料２

→事務局より説明

→（委員）改定金額の幅が大きいが、士別軌道で運行している他路線も同様なのか。

→（事務局）他の路線も同様である。これまで中多寄線は、他路線に比較して低く運賃

が設定されていたので、他路線の水準に合わせたうえで一律で２割の金額改定になっ

ている。

→（委員）少額での金額改定は、協議会での合意がなくても実施できるはずだが、これ

まで行ってこなかったのはなぜか。

→（士別軌道）これまでは、消費税改定に伴う金額改定しか行わず、経営努力をしてき

たが、収支や運転手の待遇改善などを行ううえで、今回改定を行うことにした。届出

運賃と協議運賃の２つの方法があるが半数近くの路線が協議運賃改定になるというこ

とで一本化しすべてを協議運賃で行うことにした。

→（委員）運賃の大幅改定により、利用者の減少につながらないか。

→（士別軌道）多少は影響があると考えているが、路線維持のためには必要であり、運

転手の待遇改善や車両維持に充てる予定。

→（委員）利用者が少ないのであれば、予約制などを検討してはどうか。

（３）のるーと名寄の利用実績について 資料３

（４）コミュニティバス、のるーと名寄利用者アンケート調査結果について 資料４

→事務局より（３）（４）を一括して説明

→（委員）利用したことがない人からは、利用したい意向はあるが利用方法やバスとの

違いから待ち時間などが発生することから不安であるという声がある。利用促進が足

りないのではないか。

→（事務局）町内会や団体からの要望に応じて、出向いて説明会を実施している

→（委員）乗降場所の表示がわかりづらい。目に入るような表示方法であれば、利用促

進にもつながるのではないか。

→（事務局）乗降場所は 107 か所あるので、表示方法の変更を一度にするのはなかなか

難しい。一度利用していただければ、利用者はおおむね同じ乗降場所を利用するので把

握していただける。しかし、わかりづらいという声があるので表示方法やリーフレット

の記載方法については検討していきたい。

→（委員）公共交通をよく利用する 60 代以上は、のるーとの利用に不安を感じる。しか

し、利用促進をして新規利用者の活用に努めなければいけないと感じる。市内のイベン

トへの送迎の無料体験や運賃割引などを実施してはどうか。

４ その他

５ 閉 会



【資料１】

（１）恩根内線（名士バス）の時刻表の変更について

　次のとおり時刻表を変更します。

名寄駅前

西３条南６丁目

市立病院

８号

内淵９線

智南

智恵文１１線

美深５線

美深

美深９線

西里４線

美深温泉

大手１２線

恩根内

恩根内

大手１２線

美深温泉

西里４線

美深９線

美深

美深５線

智恵文１１線

智南

内淵９線

８号

市立病院

西３条南６丁目

名寄駅前

※今回の６便と７便の時刻表の変更は、各停留所で３０分繰り下げとなっています。

②ダイヤの変更理由

　通学生（主に名寄高校生と美深高校生、美深高等養護学校）の利便性向上のため

①令和７年９月１日から名士バスが運行する「温根内線」の６便と７便について、

名寄　→　美深　→　恩根内

６便 ７便

改正前 改正後 改正前 改正後

14:10 14:40 15:40 16:10

14:12 14:42 15:42 16:12

14:13 14:43 15:43 16:13

14:16 14:46 15:46 16:16

14:19 14:49 15:49 16:19

14:22 14:52 15:52 16:22

14:30 15:00 16:00 16:30

14:38 15:08 16:08 16:38

14:45 15:15 16:15 16:45

14:46 15:16 16:16 16:46

14:51 15:21 16:21 16:51

14:54 15:24 16:24 16:54

14:59 15:29 16:29 16:59

15:05 15:35 16:35 17:05

恩根内　→　美深　→　名寄

15:15 15:45 16:45 17:15

15:18 15:48 16:48 17:18

15:22 15:52 16:52 17:22

15:24 15:54 16:54 17:24

15:33 16:03 17:03 17:33

15:40 16:10 17:10 17:40

15:42 16:12 17:12 17:42

15:50 16:20 17:20 17:50

15:56 16:26 17:26 17:56

16:00 16:30 17:30 18:00

16:05 16:35 17:35 18:05

16:08 16:38 17:38 18:08

16:09 16:39 17:39 18:09

16:15 16:45 17:45 18:15

停留所

1335
テキストボックス
通学生（主に美深高校生）の利便性向上のため






【資料２】

（２）士別軌道株式会社が運行する乗合バス「中多寄線」の運賃改定 概要

１ 運賃改定に至る経緯

士別軌道株式会社（以下、「士別軌道」という。）が運行する乗合バスについては、人口減少や通学

生の減少により運賃収入の減少が顕著となってきており、路線廃止や減便の取り組みは実施してい

るものの収支改善の効果が薄く、令和６年度の経常収支は以下の参考資料のとおり９５，８７０千

円の赤字となっています。

これまで士別軌道は消費税増税に伴う運賃改定を除き、平成元年を最後に運賃改定を行っておら

ず、初乗り運賃が１１０円（税込）と大変低い状態のまま営業運行を行っていましたが、前述の人口

や通学生の減少による影響のほか、近年のコストプッシュ型インフレによる経費の増加や車両の老

朽化による修繕費の増加などにより、路線の維持が困難な状況になってきています。

したがって、士別軌道が運行する全乗合バスにおいて運賃改定する必要があることから、名寄市

内を運行する「中多寄線」においても他の乗合バスと同様に運賃改定の要望があったところです。

参考資料：乗合バス経常収支（士別軌道）

２ 公聴会

（１）日時 令和７年７月１４日 １７時３０分～１８時００分

（２）場所 名寄市民文化センター １階多目的ホール

（３）出席者 市民 ２２名

士別軌道株式会社 取締役経営管理部長 大内 様

事務局 ２名

（４）別紙のとおり事務局から説明

（５）市民の方との質疑応答の内容

① 運賃改定の一因として燃料高騰もあげられると思うが、今後燃料高騰が続けば、更に運賃値

上げということも考えられるのか。

→（士別軌道）

要因は燃料高騰だけではなく、利用者減少によるところもある。当面の間は提案した運

賃で維持していけると想定している。

単位：円

運賃収入 営業外収益
経常収益

①
営業費用 一般管理費 営業外費用

経常費用
②

経常収支
①－②

平成29年度 50,449,318 20,577,501 71,026,819 132,860,724 15,926,545 268,588 149,055,857 ▲78,029,038

平成30年度 49,852,547 22,151,373 72,003,920 134,327,609 16,744,287 282,126 151,354,022 ▲79,350,102

令和元年度 40,374,816 14,476,902 54,851,718 132,272,111 23,700,885 185,730 156,158,726 ▲101,307,008

令和２年度 28,213,076 38,147,598 66,360,674 135,350,190 13,401,914 310,102 149,062,206 ▲82,701,532

令和３年度 24,614,289 36,958,395 61,572,684 126,518,518 13,159,476 269,924 139,947,918 ▲78,375,234

令和４年度 23,586,173 35,244,717 58,830,890 123,150,151 19,615,109 241,521 143,006,781 ▲84,175,891

令和５年度 22,186,128 33,644,421 55,830,549 124,577,642 17,010,752 530,349 142,118,743 ▲86,288,194

令和６年度 20,332,778 32,592,631 52,925,409 135,294,305 12,978,528 522,658 148,795,491 ▲95,870,082



【資料２】

② 同じ区間で、バスの運賃とタクシーの金額を比較するとどうか。

→（事務局）

タクシーの初乗り運賃が７００円程度である。長距離路線のため、全体的にバス運賃の

方が低い運賃設定となっている。

③ 国などから補助を受けて運行しているのか。

→（士別軌道）

補助対象の路線と補助対象外の路線があるが、中多寄線に関しては、補助対象外であ

り、名寄市と士別市からの補助を受けて運行している。

④ 現在の２便から減便する予定はあるのか。

→（士別軌道）

変更予定はなく、これまでと同様に日向温泉への行き帰りをカバーできるようにして

いきたい。

⑤ 運賃の値上げ幅が大きいが、乗務員の待遇改善も含まれるのか。

→（士別軌道）

乗務員の待遇改善には、数年前から取り組みを進めている。

３ 運賃改定額

風連駅 ⇔ 下多寄 １７０円 → ３３０円

風連庁舎 ⇔ ３４線 ４１０円 → ７４０円

※詳細は別紙の運賃表のとおり

※日向温泉の乗り降りについては、これまでと同様に運賃は無料

４ 運賃改定方法

全市民を対象に実施した公聴会にていただいたご意見を踏まえて、道路運送法に基づく「名寄市

地域公共交通活性化協議会の専門部会」において令和７年８月２５日に協議を行い、運賃改定につ

いて全会一致で承認されました。

５ 運賃改定年月日

令和７年１０月１日



令和７年７月１４日

士別軌道が運行する「中多寄線バス」の運賃改定について

令和７年５月に士別軌道株式会社（以下、「士別軌道」という。）から「中多寄線」に

ついて、次のとおり運賃改定に係る要望がありました。

１ 運賃改定に至る経緯

士別軌道は消費税増税に伴う運賃改定を除き、平成元年を最後に運賃改定を行って

おらず、初乗り運賃が１１０円（税込）と大変低い状態のまま営業運行を行っていた。

しかしながら、地域人口の減少や少子高齢化が急激に進んでおり、また、近年のコ

ストプッシュ型インフレにより、路線の廃止や減便による収支改善も効果が薄く、路

線の維持が困難な状況になってきている。

したがって、士別軌道が運行している全路線において改定する必要があることから、

名寄市内を運行している「中多寄線」についても他の路線同様に運賃改定を要望する

ところである。

２ 運賃改定案

風連駅 ⇔下多寄 １７０円→３３０円

風連庁舎⇔３４線 ４１０円→７４０円

※日向温泉の乗り降りについては、これまでと同様に運賃は無料

※詳細は裏面の運賃表のとおり

３ 運賃改定実施時期

令和７年１０月１日

４ 運賃改定までのスケジュール予定

令和７年７月１４日 公聴会の開催

令和７年８月中旬 市・旭川運輸支局・士別軌道・地域の代表者で構成される

部会にて運賃改定についての協議

令和７年８月中旬 名寄市地域公共交通活性化協議会にて部会協議の報告

令和７年８月下旬 士別軌道へ協議が整ったことを証する書面の提出

令和７年１０月１日 運賃改定実施

担当 名寄市総合政策部地域課題担当（TEL：01654-3-2111）
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普通旅客運賃 中多寄線 士別駅～中多寄経由～風連間 整理番号 5

1.5

410
650
240

120 410
240 930
120 520

120 120 410
240 260 860
120 140 450

120 170 170 410
240 270 330 780
120 100 160 370

110 180 230 280 410
240 270 350 410 710
130 90 120 130 300

110 180 230 290 290 340
240 270 350 420 480 630
130 90 120 130 190 290

110 180 230 290 350 390 300
240 270 350 420 500 570 560
130 90 120 130 150 180 260

110 180 230 290 340 400 410 230
240 270 350 420 500 590 650 470
130 90 120 130 160 190 240 240

110 180 230 290 340 400 410 410 180
分岐 240 270 350 420 500 570 660 710 390

130 90 120 130 160 170 250 300 210
110 180 230 290 350 400 410 410 410 110
240 270 350 420 500 590 660 740 800 320
130 90 120 130 150 190 250 330 390 210

110 180 230 340 400 410 410 410 410 410 110
240 270 350 420 500 590 660 720 800 870 390
130 90 120 80 100 180 250 310 390 460 280

110 200 260 320 370 410 410 410 410 410 410 240
240 300 380 450 540 620 690 770 840 920 980 500
130 100 120 130 170 210 280 360 430 510 570 260

150 230 290 340 400 430 430 430 430 430 430 430 330
240 350 420 500 570 650 720 800 890 950 1,020 1,070 620
90 120 130 160 170 220 290 370 460 520 590 640 290

150 200 310 370 430 450 450 450 450 450 450 450 450 410
道北バス㈱競合 240 350 450 540 620 690 750 840 920 980 1,050 1,130 1,190 740

90 150 140 170 190 240 300 390 470 530 600 680 740 330
150 200 240 350 430 430 450 470 470 470 470 470 470 470 430
240 350 450 570 650 720 800 870 950 1,020 1,100 1,160 1,230 1,280 860
90 150 210 220 220 290 350 400 480 550 630 690 760 810 430

150 210 240 270 380 430 470 470 470 490 490 490 490 490 490 430
240 350 470 590 690 770 860 920 980 1,050 1,140 1,200 1,260 1,340 1,380 960
90 140 230 320 310 340 390 450 510 560 650 710 770 850 890 530

150 190 250 310 380 430 470 490 490 550 550 550 550 550 550 550 470
240 350 470 570 660 780 860 930 990 1,050 1,140 1,220 1,280 1,350 1,410 1,460 1,040
90 160 220 260 280 350 390 440 500 500 590 670 730 800 860 910 570

実施運賃 日向温泉

変更運賃
風連

値上額
風連
支所前

26線
東1号

下多寄

27線
西2号

西1号

２８線

３０線

３２線

３４線

西３号

多寄

３９線

４２線

４５線

１丁目

士別駅前



資料３

のるーと名寄利用実績について

令和7年4月 1日より、運転手不足等を理由に名士バスが運行するコミュニティバスが朝3便運休

となったことに伴い、のるーと名寄の同時間帯での利用実績について報告いたします。

◆のるーと名寄利用実績 （令和7年3月比較）

運休した朝3便のコミュニティバスの運行時間帯は、7時5分～9時25分であったことからほぼ同

時間帯にあたる7時 00分～9時30 分ののるーと名寄の利用実績について、運休前の令和7年３

月を１００として、運休後の利用実績と比較する。

運行時間全体の利用者数は、雪解けに伴う他の移動手段への分散から7割～8割超程度に減少して

いるものの、コミュニティバスが運休した時間帯は、全体に比べて減少割合が少なく、運休前の3月の

利用実績をわずかに超える月もみられる。

◆コミュニティバス利用実績（令和6年４月～７月）

朝 3便の平均利用者 16.２人 （1 便あたり）

■ 割合は 3月比較



コミュニティバス、のるーと名寄利用者に対するアンケート調査結果の概要

１．目的

今後の市内公共交通の持続的なあり方を検討するため、利用者の意向聞き取りを調査することを目的に実施 

２．調査概要

【実施日】　令和7年7月19日～７月３１日

調査名 調査方法 回答数

コミュニティバス利用者アンケート
①アンケート調査票の配布（車内） 
②インターネットフォーム 
（市ＬＩＮＥで周知） 

298件 

のるーと名寄利用者アンケート
①アンケート調査票の配布（車内） 
②インターネットフォーム 
（市ＬＩＮＥ、のるーとアプリで周知） 

156件 

３.コミュニティバス利用者アンケート結果

「週５回以上」「週３～４日」「週１～２日」「月１～３回」利用すると回答した件数は、全体の３３％（９８件/2９８件）

高頻度利用者の調査結果を抜粋する（結果は次項）

資料４



【１】回答者年齢

【２】コミバス土日祝利用状況
【３】コミバス廃止後に
市内移動の不便さを感じるか

3
56

9
11

39
43

21
60

0 20 40 60 80

その他

自転車・徒歩等

家族・知人の送迎

自家用車（自分で運転）

タクシー

のるーと名寄

他の路線バス

徳田線（イオンバス）

【４】コミバス廃止後の市内の移動手段（複数回答可）

10

19

26

22

21

0 10 20 30

未回答

利用したこともないし

今後も利用もしない

利用したことはないが

利用してみたい

利用したことがある

よく利用する

【５】のるーとの利用意向

8
31

8
28
30
34

52
50

0 20 40 60

その他

乗降場所の移設・新設

定期券の導入

回数券の導入

増車による待ち時間の減少

運賃の値下げ

運行日の拡大

運行時間の拡大（

【６】どのような工夫・改善があれば、のるーとを（さらに）利用しようと思うか

7０％

５１％

５３％

年代 人数 ％

10代以下 4 4%

20代 2 2%

30代 9 9%

40代 9 9%

50代 23 23%

60代 13 13%

70歳以上 38 39%

回答 人数 ％
よく利用する 31 32%
たまに利用する 46 47%
利用したことはある 15 15%
全く利用しない 6 6%

回答 人数 ％
はい 84 87%
いいえ 4 4%
わからない 9 9%
未回答 0 0%

コミュニティバス、のるーと名寄利用者に対するアンケート調査結果の概要 資料４
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